
資料１ 

災害対策法制の⾒直しに向けた検討の進め⽅ 
平成２３年９月 
内閣府（防災） 

１ 趣旨 

 東日本大震災における応急対応等を通じて得た教訓を踏まえ、いつ起こ

るかも知れない今後の災害に備えた法制度を速やかに整備する必要があ

る。このため、災害対策法制の見直しに向けた検討を進める。 

 

２ 検討テーマ 

 広域的な災害への対応の在り方（国と地方自治体の役割分担） 

 市町村の行政機能喪失への対応 

 広域避難、国による物資調達・輸送・備蓄等の被災者支援の在り方 

 指定避難所、防災拠点の位置づけ 

 防災計画制度のあり方  など 

 

３ 検討の体制 

○「災害対策法制のあり方に関する研究会」の設置（９～１１月） 

有識者を委員とする研究会を設置し、災害対策法制の論点、見直し

の方向性の取りまとめを行う。 

 

４ スケジュール  

平成２３年 ９月  研究会を設置 

１１月  論点・方向性の整理・まとめ 

 


